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筑紫平野における後期更新世の古環境
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Paleoenvironment of the Late Pleistocene 

in the Chikushi Plain, West Japan 

Shoichi SmMOYAMA, Naohisa MATSUMOTO, Tomio KuRODA1i, 

Keiji TAKEMURA2i, Reiko HAMAMOTO, Chitoshi MrzoTA3i, 

Kevin FAuRE4l and Tamio NrsHmA5l 

Abstract 

The Late Pleistocene Series in the Chikushi Plain consists of the Nakabaru Formation, 

Takagise Formation, Aso-3 and Aso-4 Pyroclastic Deposits and Mitagawa Formation. In order 

to clarify the tephra stratigraphy, the changes in paleo-environments and the origin of fine-

grained soil on the Lower Terrace, geological survey and analyses of pollen, tephra, isotopic 

ratios of strontium and oxygen were carried out. 

The results obtained are summarized as follows: 

1. The Takagise Formation is marine deposit formed at the maximum high-stand period 

of sea-level during the Last Interglasial Epoch (5e of the oxygen isotopic stage) and is correlated 

to the level between Aso-3 and Aso-4. 

2. Pollen analysis shows prevailing of a sub-boreal forest in the Chikushi Plain when the 

Aso-4 Tephras were erupted at Mt. Aso and indicates that it was already in the Last Glacial 

Epoch. Remarkable changes in the vegetation on and under the Aso-4 Deposits strongly indicate 

the destruction of the forest by the Aso-4. 

3. 180/160 ratios of fine-grained guartz and 87Sr/86Sr ratios of soil samples show that they 

resemble particles in mud-rain deposits in northern Kyushu. The fine soil materials are derived 

from aeolian dusts from the Asian continent. Aeolian dusts are also included in the fine part of 

the ancient forest soil on both overlying and underlying the Aso-4 Pyroclastic Deposits. 

4. Volcanic glass particles of AT and K-Ah are identified in size-interval between 63 and 

125 μm separated from the fine soil materials. The rate of deposition of the fine-grained soil was 

0.052 m/1000 years. The formation of the main part of the fine-grained soil occurred during the 

past 40,000 years. 

5. Lack of the soil materials older than about 41,000y. B. P. on the gentle slope and fluvial 

terrace in north Kyushu indicates that the a catastrophic flow of the Aso-4 pyroclastics exerted 
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erosion intense enough for destruction of forests and for scraping soils and beds from the gentle 

slope and the top of the terrace. 

I.はじめに

氷河性海面変動は平野の堆積基準面を大きく変化さ

せるため，平野の形成に大きく関わっている．筑紫平

野の地下には海水準変動の各段階に対応して形成され

た地層群が存在している．また筑紫平野の地下には阿

蘇ー 4火砕流堆積物（以下阿蘇ー 4テフラと呼ぶ）を

はじめ多くの火山灰層が存在する．地下での軽石質火

山灰の分布は福田・砥／11 (1970) によって知られてい

たが．大島 (1977)および杉谷 (1984) はこの軽石質

火山灰を八女粘土層（郷原ほか， 1964) に対比した．

最近，九州の阿蘇ー 4テフラ (Aso-4)以外の広域標準

テフラも相次いで発見されるようになった（下山ほか，

1994b)．これらは．阿多一鳥浜テフラ（Ata-Th)，阿

蘇ー 3テフラ (Aso-3)，阿多テフラ (Ata)，姶良Tn

テフラ (AT)，鬼界ーアカホヤテフラ (K-Ah)であ

る．これらのテフラのうち． Aso-3および Aso-4が火砕

流堆積物である．

上峰町八藤遺跡では， 1993年5月に阿蘇ー 4テフラ

の中から樹幹直径120cmの巨木を含む焼け焦げた樹

木が多数出土し，阿蘇ー 4火砕流による自然災害の記

録として話題となったことがある．この時に筆者らの

うち下山．西田を含む調査委員会が組織され，地質．

テフラ，古植生，樹木の検討がなされた．この時の調

査結果は，後に報告書にまとめられた（上峰町教育委

員会， 1994,下山ほか， 1994a)．しかし，地質に関し

て言えば，頁数が制限されたため充分な成果報告がな

されなかった．今回，筑紫平野の後期更新世の古環境

をまとめるにあたり，地下地質に加えて上峰町八藤遺

跡の古環境情報を再度吟味し，その後に得られた新た

な情報を加えた．特に，低位段丘と中位段丘を構成す

る土層断面から得られた試料を使って，花粉分析・火

山灰分析・土壌分析をおこなった．

本稿では，地層とテフラの関係に基づき，筑紫平野

における後期更新世の最終間氷期と最終氷期の古環境

を考察する．特に，最終間氷期の最大海進期の海成層

の分布とテフラ層序との関係，最終氷期の始まり，阿

蘇ー 4火砕流による植生破壊の有無，低位段丘の形成

時期と低位段丘面上の厚い土壌層（いわゆる，ローム

層）の起源について考察した．

II.地質調査

地層群の層序関係を明らかにするため，筑紫平野の

後期更新統のうち，地表に露出している部分について

は地質踏査を行い，直接観察できない地下の地層につ

いてはボーリング資料に基づいて検討を行った．最終

間氷期の最大海進期の海成層の分布と，テフラ層序の

関係を調べるためには 2本の約200mのオールコア試

料を用いて検討した．これらのボーリングは佐賀県有

明町牛屋および福冨町役場で実施されたもので，これ

らをそれぞれ牛屋コア，福富コアと呼ぶ（第 1図）．上

峰町八藤遺跡では，後期更新世の古環境をまとめるに

あたり，遣跡周辺の地質，特に，低位段丘と中位段丘

を構成する土層断面の層序を検討した．

III. 分析方法

1.火山ガラスの含有率と屈折率の測定方法

乾燥試料を秤量したのち，洗浄し， 250,125, 63μm 

のふるいを用いて順次師別し，各画分を乾燥後秤量し

た．次に， 125~63μmサイズの粒子を超音波洗浄機を

用いて洗浄し，再び乾燥した．このような前処理で調

整された125~63μmサイズの粒子を火山ガラスの屈

折率測定用の試料とした．屈折率の測定に先立って，

封入剤（光硬化剤）を用いてこの試料の一部をスライ

ドガラスに封入し，岩石蓮片を作成した．

薄片を偏光顕微鏡で観察し，火山ガラス・重鉱物・

軽鉱物・その他を識別し，特に火山ガラスの形態的特

徴と重鉱物の組成を記録した．火山ガラス含有量を求

めるため，検鏡結果に基づき，カウントされた全粒子

に占める火山ガラスの粒子個数百分率を計算した．

一方，火山ガラスの屈折率測定は（株）京都フィッ

ション・トラック社製の温度変化型屈折率測定装置

(RIMS86) を用いて行った．

2.花粉分析

古植生および古気候を判断するために，地層中の花

粉分析を行った．花粉化石の抽出には， KOH-ZnCl2—ア

セトリシス法を用いた．花粉・胞子の同定に際しては，

300倍または600倍で検鏡し，一試料につき，木本花粉

の合計が200粒以上になるまで同定した．花粉分析結果

は，木本花粉を基数として，花粉・胞子の種類ごとに

百分率で示し，また，主要花粉については花粉ダイヤ
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第 1図 筑紫平野の地形の概観と地質断面線の位置

グラムに表示した．

3.細粒土層の同位体分析

上峰町八藤遣跡の細粒土層について， Sr同位体比と

酸素同位体比を測定した．

1) Sr同位体比の測定

No.10はそのまま， L-5とM-4,それに基盤の花岡岩

風化物は大きな石英粒子や細礫をピンセットで取り除

いた後，めのう乳鉢で軽く摺り，＃60のふるいに通して

細かなものについて再度めのう乳鉢で軽く摺ったもの

を試料とした．そのうち約100mgを白金るつぼ中で強

熱し，炭質物を除去した後， 84Srスパイクを加え，

HN03-HF混液により溶解し，バリウム共沈法によ

りSrを沈澱濃縮する．次に，希塩酸に再溶解した後，

陽イオン交換カラムに通して Srを分離し， 87Sr/86Sr

比の測定および Srの定量に供した．

Sr同位体比の測定は九州大学理学部地球惑星科学

教室の JEOLJMS-05RB (single collector)質量分析

計により， Ta-Re-三重フィラメントで行った．試料の

87Sr/86Sr比は86Sr/88Sr = 0.1194として基準化した．

土壌試料測定期間中の Eimer and Amend標準試料

SrCO3の測定値は87Sr/86Sr = 0. 70803士6(1<5）である．

2)細粒画分の石英粒子の酸素同位体比

風乾細土5.00gを35％の H202および6NHClによ

って煮沸処理し，さらに lμm以下の粒子を遠心分離

によって繰り返し除去した．よく分散した懸濁液から

沈定法により， 1,--....,lOμm画分を分離，乾燥秤量した．

200mgをピロ硫酸ナトリウムと共に溶融し，ついで 3

日間30％ケイフッ化水素酸と反応させ，粘土鉱物や長

石類を溶解・除去し，純粋な石英を単離した．単離さ

れた石英を五フッ化臭素雰囲気下でレーザー加熱する

方法で生成した酸素を CO孔こ変換した後，地質調査所

の質畳分析計MAT261により 180/160比を求めた．

石英の酸素同位体比は標準平均海水 (SMOW)に対す

る千分率変異％。で示され，酸素抽出から 180/160比

の測定に至るまでの全操作過程中の測定精度は士

0.1%0である．なお，全ての試料石英の酸素同位体組

成は，同時に測定した標準石英 (NBS-28，研〇＝
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+9.34%0) に対して基準化した．

w．地質調査結果

A.後期更新統の層序

筑紫平野の地表に露出する更新統の分布範囲はごく

狭い．これらは高位段丘，中位段丘および低位段丘の

3つから構成されている．各段丘構成層は，古い方か

ら，高位段丘が立石層，中位段丘が中原層と阿蘇ー 4

テフラ，低位段丘が三田川眉にそれぞれ対比されてい

る（第 1表）．一方，平野の地下では更新統が広く分布

している．第 2図の地質断面図で説明すると，地下更

新統は牛屋層，川副層，中原層，高木瀬層，阿蘇ー 4

テフラ (Aso-4)，三田川層の 6つに区分されており（第

1表），それらは第三紀堆積岩と火成岩の基盤の上に載

っている（下山ほか， 1994b)．これらの更新統のう

ち，前期更新統は牛屋層，中期更新統は川副層，後期

更新統は中原層，高木瀬層，阿蘇ー 4テフラ，三田川

層にそれぞれ対比される．

1.牛屋コアの後期更新統一第四紀層の基本層序一

佐賀県杵島郡有明町牛屋の有明東小学校校庭におい

て掘削されたボーリングから全長202mのオールコア

が得られた（位置は第 1図参照）．このコアは軟弱な粘

土層，砂層，テフラ，砂礫層，貝殻質層等からなり，

-41m~-123mに火山岩礫からなる優勢な礫層が発達

するのが特徴である．これらの堆積物を下山ほか(1994

b)の地眉区分に基づいて下位から牛屋層，川副層，阿

蘇ー 3テフラ，高木瀬層，中原層，阿蘇ー 4テフラ，

三田川層，蓮池層下部，有明粘土層の 9層に分けた（第

3図）．

a. 牛屋層（下山ほか， 1994b) (GL-147~-202m) 

岩相は全体に細粒な凝灰質の粘土および細粒砂の互

層である．粘土は暗青緑色，茶褐色，乳灰色など様々

な色を呈する．それらは氾濫原からデルタまでの堆積

第1表 筑紫平野の第四系層序表（下山ほか， 1994b)

時代
テフラ層 有明海周辺地域1) 佐賀平野2) Saga-Chikugo Plain 3) 有明海北岸低地4)

(y.B.P.} 地下地質 表層地質 地下地質 地下地質 表層地質

F 1 蓮池層上部
完

有明粘土層 A層 UC Ariake clay F. 
有明粘土層新 K-Ah 黒色土 us 

世
(6300) 

MC 

_J 蓮池層下部l 10000 s u G Simabara-
SM 

AT 
島原海湾層

褐色ローム層 SLG kaiwan F. [22000) B層
低位段丘礫層 PS 三田川層

Aso-4 八女粘土層 c層 "Aso-4" 阿蘇•4火砕流堆積物[85000) 

D Sa 中原層上部
DSb 

更
中位段丘礫層 DC (D) 高木瀬層

D層
Aso--3 

新 (120000) 
未 中原層下部DG 

区
世 分

洪
吉田礫層 E層 川副層 立石層

積

層

F層 牛屋層

1)有明海研究グループ (1965), 2湘田 (1969), 3)杉谷 (1983), 4)下山ほか (1994)

テフラ層およびその年代値は町田・新井 (1992)による
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第 2図 六角川に沿った第四紀地質断面図（第 1図の A-A'断面）
（下山ほか， 1994b)
SBは区分可能な 3つのシーケンス境界．

物と考えられるが，火山灰や玄武岩細礫を多く含んで

いる．この火山灰は大部分隣接する古期多良岳火山か

らの二次的供給物と考えられる．

b.川副層（下山ほか， 1994b)(GL-40. 90'"'-J-147m) 

本層最上部は延長性の良い固結粘土が占めるが，全

体に礫質である．粘土は続成の進んだ強固結状・強還

元状態にあり，しばしば破断口をもっ．礫質部分は礫

まじり砂層と粘土層の互層となる． GL-56.80.--...,

-63.20mには厚さ6.4mのかなり固結した青緑灰色粘

土層があり，この粘土層を境に礫質部が上下に 2分さ

れる．礫質部分は cobble.--...,pebble主体の暗緑灰色砂礫

層で，礫種は安山岩，玄武岩からなる．源岩が多良岳

火山の溶岩と同じであること，多良岳火山の周辺の地

下に広く分布することから，この砂礫層は地上の多良

岳火山扇状地堆積物に連続するものとみられる．火山

扇状地堆積物に挟まれた GL-56.80.--...,-63. 20mの固結

粘土層は海生の珪藻と渦鞭毛藻シスト化石が産出する

ので海成粘性土層と考えられる．本層の砂礫部分は佐

賀県では，主要な帯水層である．

C •阿蘇ー 3 テフラ（小野ほか， 1977) (-37. 70"-J 

-40.90m) 

岩相は全体として暗紫灰～黄灰色を呈する火山灰で，

スコリア，火山ガラス，浮遊斑晶，岩片からなる火砕

流堆積物である．最上部は土壌化しており，旧表土と

考えられる．火山ガラスの屈折率は大きく 2つのグル

ープに分けられる． 1.515を中心としたグループと

1.539を中心としたグループで，岩相と火山ガラスの屈

折率は阿蘇ー 3テフラ (Aso-3)の特徴（町田・新井，

1992) に一致する．

d.高木瀬層（下山ほか， 1994b) (GL-35. 75"-J 

-37. 7m) 

本層は青灰色のシルト・粘土を主体とし，貝殻片を

混入する地層である．含有貝化石のほとんどがヌマコ

ダキガイで占められていて，第 4図の◎では密集状に

産する．ヌマコダキガイは現在の有明海湾奥のカキ礁

周辺の潮間帯泥底に群棲している．貝類化石の外，有

孔虫，珪藻，渦鞭毛藻シストの各化石群集も得られて

いるので，高木瀬層は明らかに内湾の真性海域で堆積

した海成層である．
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貝殻が確認されたもののみを示した．試料の位置
は第4図に示されている． ↓印は下限不明のもの．
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第 3図 牛屋コアの土質柱状図（下山ほか， 1994b)

e. 中原層（下山ほか， 1994b) (GL-32. 80~ 

-34.30m) 

本層は青灰色の礫混じり粘土，シルトを主体とする

非海成の地層である．河川堆積物からなり，単層は横

方向の延長性に乏しい． GL-34.30mに厚さ約 1cmの

黄白色火山灰薄層を挟んでいる．この火山灰は火山ガ

ラスの屈折率から阿多テフラ (Ata) に対比される．

f. 阿蘇ー 4テフラ (GL-29.60~-32. 80m) 

本層は黄灰色～灰色を呈する輝石角閃石デイサイト

質の軽石質火山灰を主体とする非溶結性の火砕流堆積

物である．最上部はやや風化してローム状を呈するが

下部は新鮮な暗灰色ガラス質火山灰である．角閃石，

位置 分布標高(m) 位置 分布標高(m) 位眉 分布標高(m)

~34.0 -29.1 -35.0 
1 13 25 

-36.5 -37.4 -37.6 

-29.0 -19.8 -27.7 
2 14 26 

-3 4. 9 -20.4 -3 1. 0 

-24.5 -20.6 -20.7 
3 15 27 

-33.8 -20.9 ~32.6 

-25.0 -17.4 -21.0 
4 

~25.7 • 
16 28 

-20.1 -25.4 

-29.8 -18.1 -22.8 
5 17 29 

-34.6 -19.3 -25.2 

-30.6 -20.1 -20.9 
6 18 30 

-27.9↓ ~34.0 -25.5 

-22.7 -26.4 -41.6 
7 19 31 

-30.5 -27.4 -42.9 

-24.2 -33.0 -45.0 
8 20 32 

-28.5 ~33.3 -46.0 

~26.5 -22.8 -24.0 ， 21 33 
-27.5 -28.2 -28.0 

-26.2 -25.5 -27.5 
10 22 

-27.7↓ 
34 

-28.0 -36.0 

-35.0 -25.5 
11 23 

-26.0↓ -36.0 

-27.7 -32.2 
12 24 

-31.9 -40.4 

斜長石を多く含み，火山ガラスの屈折率は1.507-

1.511（平均1.509)なので，阿蘇ー 4テフラ (Aso-4)

と考えられる．

g．三田川層（下山ほか， 1994b) (GL-26.20~ 

-29.60m) 

本層は暗灰色砂礫層からなり，礫径は pebbleを主体

とし，最下部に向かって cobbleが多くなる．礫種は主

に花閾岩，石英，結晶片岩や安山岩などからなる．

h. 蓮池層下部（下山ほか， 1994b) (GL-20. 60~ 

-26.20m) 

クロスラミナの発達する暗灰色細粒砂とシルトの細

互層からなる．最下部に礫混じりの薄い粗粒砂層が発
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第 4図 高木瀬層の存在が地下で確認される地点
破線は分布限界，実線は基底面のうち，ー30mの等深度線，点線は分布の水平ずれの可能性が
ある．

達する．全体に腐植の混入が認められ，特に GL-2

3.20--------23.40mには腐植に富んだシルトが発達して

いる．この有機物濃集部の14c年代値は10,360士370y.

BP (NU-181)である． 2つのボーリング地点の場所は

旧干拓地で，有明粘土層で終っているので蓮池層上部

を欠いている．

i.有明粘土層（有明海研究グループ， 1965,下山

ほか， 1994b再定義） （GL土0.oo'"'oJ-20. 60m) 

本層は暗灰色貝殻混じりのシルト層を主体としてい

る． GL-13.05mには厚さ 2mmの黄灰色のガラス質火

山灰が挟まれている．火山ガラスは色ガラスを含むバ

ブルウォール型で，その屈折率は1.507-1. 517（平均

1. 5107)であることから，アカホヤ火山灰 (KAh)に

由来するものと考えられる．校庭の人工埋積土の下の

本層最上部は，やや攪乱された酸化鉄の沈着層があり，

褐色で緻密な表層皮膜が形成されている．

2.筑紫平野表層に露出する第四紀層の層序

a．立石層（下山ほか， 1994b)

立石層は高位段丘を構成する地層で，鳥栖市立石か

ら北茂安町東尾にかけて，三田川町上ノ原から上峰町

坊所にかけてまとまった分布がある（第 5図）．高位段

丘はほとんど開析されていて平坦面がなく，痩せ尾根

地形を形成している．本層は変成岩や花岡岩，石英脈

の亜円礫を含有する砂礫層である．石英脈以外の礫は

かなり風化しており，「クサリ礫」（郷原ほか， 1964)

と言われる状態である．礫層の基質や礫層上の細粒土

壌層（赤色古土壌）は明らかに赤色土壌化を被ってい

る．

b. 中原層（下山ほか， 1994b)

中位段丘面構成層は礫層の上に軽石質火山灰層が載

って 2層からなる場合の他，軽石質火山灰層または砂

礫層だけでできている場合がある．このうち，砂礫層

だけで中位段丘面を構成する地層は中原層と呼ばれ，

中原町香田の他，同町高柳，東背振村石動に小規模に
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凡例

区貧盆n::：地）［口］（ぷ唱層）
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臨（風悶t：：層） 巳露（強；9:；層）

花岡岩 ● 八藤遺跡

第 5図 筑紫平野北部の上峰町周辺の第四紀地質図

分布する（第 5図）．中原層は結晶片岩，花岡岩それに

石英脈の亜円礫からなる砂礫層である．石英脈以外の

礫は半ば風化し，「半クサリ礫」（郷原ほか， 1964) と

言われる状態である．礫層の基質や礫層上の細粒土層

（古土壌）は褐色で，赤色土壌化していない．

C. 阿蘇ー 4テフラ (Aso-4:小野ほか， 1977)

本層は三田川町吉野ケ里付近から東背振村瀬の尾お

よび北茂安町西尾付近に分布して平坦面をなし，主に

軽石質火山灰層からなる（第 5図）．このほか，しばし

ば低位段丘面下に三田川層の砂礫層に覆われて存在す

る．多くの場合，軽石質火山灰層は風化しており，黄

灰色から黄白色または赤褐色の，さまざまな色を呈す

る． しかし，新鮮なものは暗灰色を呈している．非風

化の軽石質火山灰層の露頭は北茂安町西尾付近に見ら

れる．西尾付近の非風化火山灰層は輝石角閃石デイサ

イト質で，結晶に富む火山ガラス質火山灰である．岩

石的特徴と火砕流堆積物としての特徴から阿蘇ー 4テ

フラに対比される．

d. 三田川層（下山ほか， 1994b)

三田川層は低位段丘面を構成層する地層で，弱風化

砂礫層を主体としており，レンズ状シルト層をはさむ

場合がある．表層には黄褐色や暗褐色の細粒土層がの

る．三田川層は，神埼町志波屋，三田川町立野，東背

振村大曲，中原町原古賀などにまとまった分布があり，

明瞭かつ広い平坦面を形成している（第 5図）．今回の

八藤遺跡の場合のように，三田川層が阿蘇ー 4テフラ

を覆う例が多くみられ，両者は分布上密接な関係にあ

るとみられる．

3.上峰町八藤遺跡付近の台地の地質

八藤遺跡付近の台地は筑紫平野北部の山麓に位置し，

連続性の良い平坦面をなしている（第 1図および第 5

図）．平坦面は花岡岩巨礫を主体とする礫層から構成さ

れており，土石流扇状地と考えられる．礫層のつくる

平坦面は Aso-4火砕流の堆積面より 1段低く，礫層の

礫はほとんど風化しておらず，基質も新鮮である．こ

れらの地形的位置や堆積物の特徴から，低位段丘面に

対比される．

低位段丘面を構成する三田川層の厚さは数 m~10m

程度にすぎず，基盤の花岡岩や中原層を不整合で覆っ

ている．第 6図および第 7図は八藤遺跡における太い

樹木（巨木）の出土状況と， トレンチ調査およびその
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周囲の露頭等から判明した各地層の関係を示している．

八藤遺跡の元来の地形は低位段丘面であったが，圃場

整備工事によって地表から 2ないし3m掘り下げられ

た結果，三田川層の下位に，多くの樹木片を含む阿蘇ー

4テフラが出現した．阿蘇ー 4テフラのさらに下位に

は数10cmの青灰色粘土層が発達しており，その下に

は礫層（中原層の砂礫層）が存在する．阿蘇ー 4テフ

ラと接する粘土層の最上部は暗灰色腐植質粘土となっ

ており，多数の樹根の発達が観察された．また，樹根

は木炭化してはいないが，阿蘇ー 4テフラと接する部

分は木炭化し，上端は失われていた．これらの状況は

火砕流来襲前にこの場所に巨木を含む森林が存在した

ことを物語っている．このため，阿蘇ー 4テフラの直

下の腐植土層は森林土壌であったと考えられる．

三田川層の中部に細粒砂と炭質物を含む黒色シルト

層が発達している（第 6図）．この黒色シルト層は河川

そのもの，あるいは三日月湖などの河跡を埋積した堆

積物と考えられる．低位段丘面の表層には細粒質の黄

色土が厚く発達している．黄色土層の厚さは一定では

なく，全体として礫層上面の凹凸をならして，覆うよ

うな分布を示している．八藤遺跡の東側の露頭ではこ

の黄褐色土層が厚 <,2m近くに達している（第 7

図）．今回の調査地点は，水系からは完全に切り離され

た台地状の平坦面をなしている．このような地形的特

徴から，本台地上への母材の供給は降下堆積物のよう

な風成堆積物以外には考えられない．

最上部の土壌断面には層位の分化が必ずしも明瞭で

はないため，地表面から機械的に深さ10cm刻みで分

割し，連続的な試料を採取した（第 7図）．

N．考察

A.後期更新統のテフラ層序と古環境

牛屋コアの中のテフラと地層群との関係が明らかに

なった．下山ほか（印刷中）は牛屋コアにおける古環

境の変遷を検討した．以下に各層のテフラ層序と古環

境の考察結果を述べる．

最上部（黄褐色細粒土）

5mr- 縄文剛も遺物，ヽ が吐硲つ：•J 三こ田川層
部（砂礫層）

阿蘇ー4火砕流

堆積物 (Aso-4)

最上部（埋没森林土）

一戸品/.nm...99J Itl"IL•·. I 1111. ,—• 11911,. ．IL 、,-r：プ／・ ~， 中原層
部（砂礫層）

最上部（古土壌：赤色土）

....... 1,J..1 

O L.. マー’̀‘` 一^ ー^_.._.....^ッ n z、 , 
花 岡 右

第 6図 上峰町八藤遺跡の概念的な地質断面図（下山ほか， 1994aを修正）
破線部分は元来の地形断面で，低位段丘である．
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第 7図 八藤遣跡とその東側段丘崖の地質をまとめた総合柱状図（下山ほか， 1994aを修正）
No.］から20までの番号は火山灰検出用細粒土試料， L1から L8とMlから M4は花粉分析
用試料の採取層準を示す．同位体分析用試料は No.10, L-5, M-4から採取された．

1.川副層の時代

下山ほか（印刷中）によると，川副層の一部に海成

層があることが示されている．珪藻化石群集からは，

海成層の堆積環境として内湾沖部域が推定されている．

福富コアでは，本層準のすぐ下位に福富テフラ (Ft)

が挟在している（下山ほか， 1994b)．火山ガラスの屈

折率と層位から，福富テフラは阿多・鳥浜テフラ

(Ata-Th) の可能性が強い．もしこれが正しいとする

と，本層は後期更新統ではなく，中部更新統とみられ

る（下山ほか， 1994b)．つまり，この海成屈は下末吉

海進期の堆積物ではなく，中期更新世の海進期に対比

される可能性がある．このことは，川副層に対比され

る立石層の表層部が完全に赤色上化を被っていて，複

数の温暖期を経たと見られることからも支持される．

2. 中原層の時代と形成環境

本層の主部は海成更新統高木瀬層を“<”の字に挟

んで，上・下および陸側に分布することから，高木瀬

層と同時期の，海進期及び高海面期の非海成堆積体に

相当する．本層は阿蘇ー 3テフラの上限を境に，上部
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ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



筑紫平野における後期更新世の古環境 63 

と下部に 2分できる．下部は高木瀬層の下に広く発達

しており，中位段丘と共通して砂礫を主体としている

ことから，低海面期堆積体にあたるものと考えられる．

中原層は高木瀬層とともに，縄文海進期の堆積シーケ

ンスの 1つ前の，最終間氷期を含む堆積シーケンスを

構成しているとみられる．

3.高木瀬層の時代と形成環境

第 4図は筑紫平野地下の高木瀬層の分布と，貝殻含

有が確認された地点（黒丸）を示している．垂直分布

は第 2 表に示す．高木瀬層は白石•佐賀地域の地下に

かなり広範に分布しているが，筑後地域での分布は断

片的である（第 4, 8図）．分布限界位置のずれが認め

られ，現在の筑後川の位置で横ずれが生じている可能

性がある（第 4図）．

高木瀬層は Aso-4のすぐ下位にあり，筑紫平野の後

期更新統を代表する海成層である（第 3, 8図）．下山

ほか（印刷中）によると，花粉化石群集からは現在よ

りも暖冬冷夏型の気候が推定される．しかし，わずか

ながら暖帯の常緑広葉樹，特にサルスベリ属の存在が

認められること，渦鞭毛藻シスト化石群集からは，縄

文海進極盛期と同程度の温暖な海洋環境が示唆される．

高木瀬層は阿蘇ー4テフラのすぐ下位にある最終間

氷期の海成層で，縄文海進期の堆積シーケンスより 1

つ前の堆積シーケンスに属 している．高木瀬層堆積時
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凡例

期の海進期～高海面期は下末吉海進期と呼ばれている．

後期更新世以降の海水の体積の変化は深海底コアの

有孔虫殻酸素アイソトープ180/160の比，つまり 0180

の変化で示されている (SHACKELTON et al., 1983). 

§180の値は大陸氷床が溶けて海水中の160が増加す

ると低くなる．これによって海面上昇の程度が推定で

きる．SHACKELTONet al. (1983)の深海底コアの 0180

の変化グラフによると，縄文海進期と下末吉海進期の

最高悔面期の 0180の値は3.0で，ほぽ同程度の海面上

昇を示唆している．

深海底コアの §180の変化グラフにおける相対値の

有意の増減は酸素アイソトープステージとして，現在

から過去に番号がつけられており，奇数が高海面期で，

偶数が低海面期である．これによると，最終間氷期の

高海面期はアイソトープステージ 5に相当する．アイ

ソトープステージ 5の中にも 0180 値の小さな増減が

あり，これらの極小と極大は5a,5b, 5c, 5d, 5eと呼

ばれている (SHACKELTON, 1987). 5a, 5c, 5eが高海

面期であるが， 5eが群を抜いて低い 0180 値を示し，唯

一縄文海進期と同等の高海面期である．

このため，単純に考えるなら，高木瀬層は最終間氷

期における最高海面期の海成層なので， 5eのステージ

のものである．ただし，高木瀬層の上限高度が約―20m

で，縄文海進期の＋2mと比べて低い（第 2表）．した

がって，高木瀬層は5a,5cの極小期の可能性もある．

大川 柳JII

□人工埋積土 ［こ］蓮池医上部 E冒蓮池屈下部 眉璽9悶悶白？
罪i三田川屈 層璽篇社翌な流ピ旦l9認易 筐言轟も火砕流

第 8図

瞬中藝 83川副四 藍旦（＇苔歴温 ↑試雌位醤

筑後地域のほぽ南北方向の第四紀地質断面図（第 1図の B-B'断面） （下山ほか， 1994b)
SBは区分可能な 3つのシーケンス境界．
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しかし，実際には筑紫平野には高木瀬層に匹敵するこ

の時期の他の海成層は存在しない．一方，テフラ層位

上の間題がある．それは Aso-3との層位関係である．牛

屋コアの層序と地質断面図で明らかなように，高木瀬

層は Aso-3とAso-4の間に位置している．

町田・新井 (1992, 1994)の見解では， Aso-3はその

噴出年代として， 10.5-12.5万年前が得られているこ

と，宮崎平野北部では下末吉海進期の海成層である通

山浜層の上位に Aso-3が載るため，Aso-3の噴出時期は

5eではなく，下末吉海進直後の5dとみなされている．

もし，高木瀬層のステージが5cなら，関東では小原台

段丘に対比されることになる．しかし北部・中部九州

における高木瀬層と同層準の海成層である福岡の地行

泥層（下山， 1989)，行橋の蓑島層（石井ほか，

1994)，大江層 (AMANO, 1953 ;渡辺， 1982)などが知

られており，いずれも Aso-4の直下にある唯一のある

いは最も優勢な海成層である（下山ほか， 1994b)．つ

まり最終間氷期で最も高い位置に海面が達したときに

形成された海成層である．これは5eの高海面期の海成

層に他ならない．

また，町田・新井(1994)の解釈の根拠となった Asa-

3の正体と通山浜層の層序関係にも問題がある．長浜

(1986)によれば，宮崎平野北部で三財原面を直接覆う

テフラは Ata（阿多テフラ）およびAso-4である．町

田・新井 (1994)によって Aso-3とされだ宮崎平野北部

の通浜凝灰岩（遠藤・鈴木， 1986) は海成更新統であ

る通山浜層の層間に発達している軽石層である．これ

は砂層の中の軽石濃集部分で，純粋な火山灰屈ではな

い．層序的にみて，通山浜層は中期更新統である茶臼

原層の下位の可能性がある．

B. 阿蘇ー 4火砕流による植生破壊

第 7図の地質柱状図の阿蘇一 4テフラを挟んで，下

位の中原層最上部の粘土層から 3試料，上位の三田川

層の黒色シルト層から 8試料の計11点が阿蘇ー 4火砕

流前後の地層の堆積環境を知るための分析試料として

採取した．花粉分析結果は第 9図に示している．

1. 下位の層準 3試料の古植生（試料 M2-4)

本試料では Picea(トウヒ属）， Ciyptomeria（スギ属）

などの針葉樹花粉の占める頻度が比較的高い．特に阿

蘇ー 4テフラ直下の暗灰色腐植土（試料M4) では

PiceaとC攻ptomeriaが著しく高い頻度を示した．針

葉樹以外の木本頬花粉では特に Alnus（ハンノキ属）

を主とする冷温帯広葉樹（落葉広葉樹）が検出された

（第 9図）．しかし，現在本地域に広く分布している

Cyclobalanopsis（アカガシ属）， Shiia（シイノキ属）な

どの暖温帯広葉樹（常緑｝ぷ葉樹）種が全く検出されな
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第 9図 八藤遺跡における阿蘇一 4火砕流堆租物前後の地層の花粉ダイヤグラム（上峰町教育委旦会，

1994を修正）
L1から L8までと， Mlから M4は花粉分析用試料の採取層準．ただし， Mlからは花粉がほ
とんど検出されなかったため，除外してある．
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いのが特徴となっている．主な草本類花粉としては，

Gramineae（イネ科）， Artemisia（ヨモギ属），

Thalictrum（カラマツソウ属）などが検出されるが，

その頻度は比較的低い．

この様な花粉組成からの植生は，現在の九州地方に

おける生態分布高度 (HoRIKAWA, 1972, 1976)から推

定して，標高l,000"-'l,500mに相当する．これらの森

林帯は下位の地層が形成された当時，八藤遺跡付近ま

で降下していたものと考えられる．したがって，単純

に考えるなら，当時の上峰町付近の気温は，現在より

年平均5~7.5℃ （気温減率を0.5℃/100mとすると）

低かったと考えられる．

2.上位層準 8試料（試料 Ll-8)の古植生

花粉組成の上からは，阿蘇ー 4テフラを境として，

それまで栄えていた Picea,Cryptomeriaなどの針葉樹

にとって代わって， Quercus（コナラ属）， Betula（カ

バノキ属）， Carpinus（シデ属）， Fagus（ブナ属）， Ulmus

（ニレ属）， Platycarya（ノグルミ属）， Pterocarya（サワ

グルミ属）， Corylus（ハシバミ属）などの冷温帯広葉樹

花粉の占める割合が増加するなどの大きな変化がみら

れる． ところが，暖温帯広葉樹種が全く検出されず，

これらの分析結果はその生態分布高度から推定して，

下位層準の 3試料の冷温帯広葉樹と針葉樹から構成さ

れるものと大差なく，年平均温度などの古気候の面か

らも大差ないものと考えられる．

3.植生変化の原因

下位と上位の古気候が大差ないとすると，阿蘇ー 4

テフラを境として，それまで栄えていた Picea,

Cryptomeriaなどの針葉樹に代わって， Quercus,

Betula, Carpinus, Fagus, Ulmus, Platycarya, 

Pterocarya, Corylusなどの冷温帯広葉樹，それに草本

類の花粉の増加が認められる（第10図）．このような植

生変化の原因は気候変化のためではない．なぜなら，

本試料からは Picea(トウヒ属）を除けば， Pinus（マ

ツ属）， Abius（モミ属）， Sciadopitys（コウヤマキ属）

などの針葉樹の頻度はむしろ増加しており，

Cryptomeria（スギ属）に至ってはその占める頻度を

20~30％までに回復させている．火砕流堆積物中の大

量の炭化樹木群の存在から考えて，この様な植生変化

を引き起こした直接の原因は降灰や火砕流来襲による

森林破壊であったと考えられる．

Aso-4上

Aso-4直下

葉広葉樹
21% 

落葉広葉樹

19% 

第10図 阿蘇ー 4火砕流堆積物の上下における植生の変化
植生は花粉組成から復原された．

c.三田川層の形成環境

本層の堆積構造から，河川の堆積環境である．また，

わずかに産出した珪藻化石群集からも，本層が淡水の

河川環境で堆積したことが支持された．

中原層中部と同時期の高木瀬層が堆積した時期は，

温暖な最終間氷期とされているので，その後徐々に寒

冷化していったものと考えられる．中原層最上部の粘

土層と，三田川層中部の黒色シルト層の花粉分析の結

果は，阿蘇ー 4火砕流による植生破壊だけでなく，当

時の気候が双方とも氷期であったこと，三田川層の主

部の砂礫層の形成が阿蘇ー 4火砕流後かつ森林植生回

復前であった事を示唆している．阿蘇ー 4火砕流の来

襲直後には，北部九州の山地のかなりの面積の森林が

破壊され，裸地となった状況が考えられる．三田川層

主部の大量の砂礫は，裸地となった山での土石流の頻

発により，大量の砕屑物が短期間に供給されたためと
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推定される．

三田川圏は低海面期の陸棚緑辺堆積体（増田， 1993)

に粗当し，縄文海進期の堆積シーケンスの始まりにあ

たる．本層と中原層あるいは高木瀬層とはシーケンス

境界 (SB)で接している（第 2, 8図）．阿蘇一 4テフ

ラはちょうどそのシーケンス境界付近に位圏している．

このため，本層の少なくとも基底部が沖積層基底礫層

(BG) （遠藤 1992)に相当するとみられる．下山ほか

(1994b)では沖積層基底礫層を蓮池層の最下部とみな

したが，シーケンス境界が三田川層の直下に引けるこ

とから，沖積層基底礫層を本層基底部とするのが妥当

である．この結果，本層は関東平野の 7号地層に対比

される．

本層とその上位の海進期堆積体（蓮池層下部）は有

明海研究グループ (1965) の島原海湾層に相当する．

有明海研究グループ (1965) によれば，島原海湾層は，

「有明粘土層の下位かつ八女粘土層（阿蘇ー 4テフラ）

の上位にある，ウルム最末期の海進（島原海進）で堆

積した汽水成～海成の地層Jと定義されている． しか

し，下山ほか（印刷中）の古環境解析の結果は縄文海

進の単一の堆積シーケンスを強く支持しており，筑紫

平野では，該当する層位区間に縄文海進から分離され

るような別の海進現象は検出されていない．また，本

層は河成段丘構成層なので，海成層とした本来の島原

海湾層の堆積環境の定義からもはずれている．従って，

少なくとも筑紫平野では島原海湾層とは別の，筑紫平

野内を模式地とする地層名を用いた方がよい（下山ほ

か， 1994b)．なお，同様の見解は杉谷 (1983) によっ

てもすでに得られている．

2.低位段丘面上の細粒土層の起源

1)土層試料の Sr同位体比

87Srは放射性87Rbの壊変によって生成するので，概

略的にみて， 87Sr/86Sr比は岩石の生成年代を反映す

る．黄土，広域風成塵および海洋底に堆積した赤色粘

土 (pelagicclay)は，大陸内部の古い地殻の最表層に

由来するため，その87Sr/86Sr比は島弧の顕生代の火

成岩，とりわけ新生代火山岩や中生代花閥岩 (FAURE

and PowELL, 1972)より明らかに高い値をとる．スト

ロンチウムは質鼠数の大きい原子であることから，岩

石の風化作用に伴う 87Srと86Srの分別は無視しうる

ほど小さい．このため， 87Sr/86Sr比を用いて細粒土層

の起源を探った．

低位段丘の台地上の細粒土を代表するものとして 3

点の Sr同位体比は基盤岩である花岡岩より明らかに

第3表 佐賀県上峰町堤八藤遺跡試料（全岩）の Sr
同位体比

試料番号 87 Sr / 86Sr* Sr (ppm) 

No.10 0.7197士0.0011(la) 49.8 

L-5 0.70852士0.00007 141.8 

M-4 0.70855土0.00013 165.6 

花岡岩風化物 0 70658土000005 381.9 

＊いずれも86Sr/88 Sr=0.1194に基準化

高い．とくに， No.10が，阿酵ー 4テフラの上位の三田

JI|層の細粒土を代表するものとして L-5を，阿蘇ー 4

テフラの中原層最上部の細粒土を代表するものとして

M-4を選び， Srおよび酸素同位体比を調べた．さら

に， Srでは比較試料として北側丘陵の花岡岩風化物を

測定した．測定結果を第 3表に示す．

No.10の高い87Sr/86Sr比は，中国黄土 (0.7185 : 

TAYLORほか， 1983; 0. 712~0. 716 :田中・安藤，

1988)，岩手県沢内村に1961年に降下した赤雪中のダス

ト(87Sr/86Sr = 0. 7165 ;溝田ほか， 1992)やハワイ諸

島の高標高域の土壌 (0.7218~0. 7273: DYMONDほか，

1974) の値に近い．

このことは，台地表層の細粒質土層がローカルな埜

盤の花尚岩の残積性母材のみに由来しているのではな

く，古い地殻を代表する大陸内陸部乾燥地帯起源の物

質の混合が推定される．つまり，高い Sr同位体比か

ら，台地上の細粒土壌は，大陸内陸部乾燥地帯起源か

ら風によって台地面上へもたらされた外来物質，すな

わち黄砂（レス）を主体とする堆積物の集積したもの

として説明できる．しかし， L-5とM-4の値は No.10と

花岡岩風化物との間にある．

2) 石英の酸素同位体組成

石英は土壊や堆積物に普遍的に含まれる鉱物で，地

殻の主要造岩鉱物としては物理化学的にきわめて安定

である．石英の化学式は Si02で，ケイ素と酸素のみで

構成されている．石英の180/'60比（酸素同位体比）

は生成温度によって，一義的に決定される．そして一

旦形成された同位体比は風化，運搬および再堆積過程

を通じての二次的同位体交換反応に対して著しく安定

である．このため，酸素同位体比は，土壌や堆租物の

起源についての直接の証拠として利用される（溝田・

井上， 1988)．いくつかの既往の研究（井上・溝田， 1988)

によれば，中国黄上，黄砂現象にともなう泥雨堆積物，

風成塵のみを唯一の栄養源として涵養されているミズ
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ゴケ泥炭（高位泥炭）中の細粒質石英（直径1,_____lOμm)

の酸素同位体組成(0180値）は著しく均ーで，ほぼ＋16

~17%oである．このような風成石英粒子の酸素同位体

比は，地殻を構成する岩石中の石英の酸素同位体比の

平均値に近く，北半球中緯度を吹く偏西風の影響下の

東アジア地域において，風成塵の集積を確認する上で，

最も有効な指標の一つとなっている（溝田•井上，

1988). 

八藤遺跡の台地上の細粒土層の No.1~20試料中の

石英は著しく細粒質で，大部分の粒子が50μm以下で

ある．試料番号M-4,L-5, No.10の3試料中の 1~10

μm画分の石英含有量は， 16.3,27.5, 22.5％であっ

た．八藤遺跡北側の山地は花岡岩で構成されており，

第四紀層の下位の基盤も花閥岩である．細粒土層は風

成塵起源の可能性が高いが，花尚岩中には元来多くの

粗粒な石英が含まれているため，細粒土層中の細粒質

石英の一部が花岡岩から由来している可能性がある．

このため，細粒土層がどの起源かを探るため細粒石英

の酸素同位体比を検討した．測定された結果を第 4表

に示した．

試料 No.10,L-5, M-4から単離した微細石英（直径

1~10μm)の酸素同位体組成（以下か0と略記する）

はそれぞれ， o180=+16.5%o, 0180=+16.1%。,

か 0=+15.8%。で，ほぼ＋16%0に近い．これらの値

は既に報告されている太宰府の Aso-4火砕流の堆積面

上の黒ボク土（筑紫野市針摺， 0180=+ 16.1%0)，玄武

岩台地上の赤黄色土（鎖西町値賀川内， 0180=

+16.1%。，世知原市冬越峠， 0180=+ 16.1%0)，古砂

丘中の古土壌中のもの（唐津市湊， 0180= + 15. 8%0) 

および石灰岩台地上の赤黄色土（北九州市平尾台，

沢 O=+ 15. 8,_____ 15. 9%o)，さらにはミズゴケ泥炭や黄

砂中の石英の値 (MrzoTA,1982 ; MrzoTA and MATSU-

第 4表佐賀県上峰町堤八藤遺跡試料から分離した
石英の酸素同位体比

1-lOμm 石英 石英
試料番号粒径含有量＊含有量＊＊分離番号 §180 

(%) (%) (%0) 

No.10 1-lOμm 22.5 26.6 CM-929 +16.5 

L-5 1-lOμm 27.5 9.8 CM-930 +16.1 

M-4 l-lOμm 16.3 15.7 CM-931 + 15.8 

* 105℃で乾燥した細土（口径 2mm通過部分）に

対する重量百分率

*＊ 105℃で乾燥した1-lOμm中の重量百分率

HISA, 1985) に等しい．

背後の丘陵地をつくる母岩（花岡岩）にも粗粒石英

が多く含まれている．この粗粒石英の酸素同位対比

は＋11.7%。であった（溝田ほか， 1992)．日本の花尚

岩中の石英の一般的な 0180値は十8.8,...._,12.7%。であ

ることが知られている (MATSUHISAほか， 1972).花尚

岩中の石英の §180の値とこれらの細粒土層中の石英

のか0値（約十16%0)は明らかに異なっており，土壌

石英は花岡岩中の粗粒石英が単に物理的に細粒化され

たものではない．

八藤遺跡の試料 No.10,L-5, M-4の細粒石英の酸素

同位体比はいずれも 0180=+ 16%。前後に集中するの

で，細粒石英部分は 3つの試料とも大陸起源の風成塵

（黄砂）堆積物と考えられる．しかし， Sr同位体比から

推察される結果とは整合しない．これは前者が1-10

μm中の細粒部分の石英のみの分析を行ったのに対し

て，後者が全岩分析を行ったことによる不一致である．

Sr含有量および87Sr/86Sr比からは，後背の山地の花

岡岩風化物が洗い出されて堆積したものと，大陸起源

の風成塵がほぼ等量づつ混合したと考えると，説明で

きる．

大陸起源風成塵粒子の追跡には，先に述べた

87Sr/86Sr比と，この石英の180/160比をトレーサー

として組み合わせる方法が有効である．

3.火山ガラス分析に基づく細粒土層の形成時期

上峰町八藤遺跡の土層断面試料に含まれる63,..._.,125

μmサイズの火山ガラスの含有量，形態や屈折率につ

いて述べ，各断面における火山灰降灰層準や年代につ

いて考察した．火山ガラス含有量は63,..._.,125μmサイズ

の粒子の個数百分率である．上位から No.20,..._.,1の20試

料に含まれる63,..._.,125μmの粒径区分にはほとんど重

鉱物が含まれておらず，粒子は火山ガラス，軽鉱物，

植物破片などからなる．火山ガラス含有量の変化の特

徴は以下のようにまとめられる．

下位より No.1から No.5の5試料には火山ガラスが

ほとんど含まれず， No.8で急激に増加し， 50％程度の

含有率になる．火山ガラス含有量は，これから上に向

かって減少する． No.12では含有量が少し増加し，

No.13から上位に向けては含有量が漸減する．火山ガ

ラスの形態はほとんどがバブルウオール型からなり，

少量の軽石型をまじえる．色付きガラスは No.10層準

より上位に認められる．

火山ガラスの屈折率は大きく 2つのグループに分け

られる．一つは，より下位の層準に認められる
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1.498~1.500程度のレンジを持つグループAで，他方

は1.509~1.512程度のレンジを持つグループ Bであ

る．グループA （屈折率1.498~1.500)の火山ガラス

はNo.6層準である程度の量隊められ， No.8の含有星

ピークを示し，上位になるに従い漸減するが，最上位

のNo.20まで少量ずつであるが，検出される．一方，グ

ループ B（屈折率1.509~1.512)の火山ガラスは No.11

層準である程度の量認められはじめ， No.12で含有星

のピークを示す．土層の上位になるに従い，漸減する

が，これも最上位の No.20層準まで含まれる．

以上の結果から，この断面では No.8および No.12層

準に火山灰降灰を推定することができる． No.8層準に

降灰が推定される下位の火山灰の火山ガラスはグルー

プAで，主にバプルウオール型からなり，屈折率のレ

ンジは1.498~1.500である．一方， No.12層準に降灰が

推定される上位の火山灰の火山ガラスはグループ B

で，主にバブルウオール型からなり，色付きガラスが

含まれ，屈折率のレンジは1.509~1.512である．これ

らの火山灰は，その特徴から下位 (No.8層準）が姶良

Tn (AT)火山灰（町田・新井， 1976)，上位 (No.12

層準）は鬼界アカホヤ (K-Ah)火山灰（町田・新

井， 1978)に対比できる．従って， No.8層準で25,000

年前（松本ほか， 1987),N o.12層準で6,300年前の年代

が決定できる．

以上の考察によって，細粒土層主部の形成年代は，

少なくとも， 25,000年前から現在までと推定される．

ATの降灰層準に基づき，その堆積速度を計算すると，

1000年あたり 0.052mという値になる．この堆稼速度

から推定される細粒土層の下限の年代は，約 4万年前

と見積られる．

4.北部九州における約4万年以前の表土の欠落

最近，溝田ほか (1992) は，北部九州の緩斜面上に

厚く発達する黄褐色細粒士層の起源を同位体化学的手

法を用いて研究した．その結果，細粒士層は，その下

位の土壌母材である花岡岩類や玄武岩類に由来するも

のではなく，大陸から飛来した黄砂を主な起源とする

風成土であることが明らかになった．今回の結果は，

溝田ほか (1992) の結果とよく整合しており，筑紫平

野の緩斜面上の黄褐色細粒土層も，大陸から飛来した

黄砂を主な起源とする風成土であることが判明した．

ただし，北部九小卜1における風成土層主部の形成年代は，

約 4万年前から現在までにすぎず，今回の結果とも一

致する．これは 4万年前よりも前の平野が不安定であ

ったか，あるいは，古い風成土層や地層群が大幅に欠

落した時期が存在したことを示唆している．

筑紫平野の台地や丘陵でも同様の傾向であるが，他

の地域では欠落していると思われる地層が残っている．

筑紫平野地下の阿蘇一 4テフラの分布図を描くと，現

在の平野の縁辺部では，山地との間に阿蘇ー 4テフラ

の空白域ができる（第11図）．この空白域は，三田川層

の分布域であることから，阿蘇ー火砕流堆積後，三田

川層堆積終了までの間に生じた侵食域と見なすことが

できる．空白域は筑紫平野東部の矢部／1|流域で著しい．

こうした事実は，三田川層堆積時の侵食と，堆積の大

きさを示唆している．空白域は平野東部で著しく，三

田川層の厚さも東部で厚い傾向にある．これは阿蘇一

4テフラの発達状況とも一致している．三田川唇下部

の地層の花粉分析の結果，阿蘇ー 4火砕流直後の植生

破壊が確認されるので，三田川層下部は阿蘇ー 4火砕

流の直後に形成されたことが明らかである．したがっ

て，北部九州における約 4万年前以前の風成土層や地

層群の欠蕗は， 7~9万年前の阿蘇ー 4火砕流の来襲と

火山灰の堆積による植生破壊で，北部九州の緩傾斜面

の地表が荒れ，上流での表上の流出や，土石流の頻発

と，谷の出口での土石流堆積物の形成を誘った結果と

考えられる．山が荒れた時期は， 7~9万年前の阿蘇一

4火砕流の来製から 4万年ほど前までの間で，すでに

最終氷期の最寒冷期に入っており，おそらく海面低下

時期にあたる．阿蘇ー 4火砕流の米襲をきっかけに，

北部九州の緩斜面や平坦面の地表而が激しく侵食され，

その結果，“一皮むけた”ため，現在の表土層には，そ

れ以後の形成物しか残されていないと解釈される．

結 論

1.高木瀬層は最終間氷期の最大海進期の海成層

（酸素アイソトープステージ 5e) である．その唇位は

阿蘇ー 4と阿蘇ー 3テフラの間である．

2. 阿蘇ー 4火砕流の来襲前後の堆積物の花粉分析

結果は，冷温帯林の植生を示している．これは，阿蘇一

4火砕流の来襲時には，すでに，最終氷期に入ってい

たことを示唆している．そして，その直後の堆積物の

花粉分析結果は第11図から明らかなように，阿蘇一 4

火砕流を挟んで，大幅な植生変化を示している．しか

し，この変化は気候変化に対応したものではなく，阿

蘇ー 4火砕流に起因した，顕著な森林破壊があったこ

とを示唆している．

3.筑紫平野の三田川層の砂礫屈のつくる低位段丘

面上には最大約 2mの厚さの細粒質土壌層が乗って

いる．全岩の Sr同位体比，細粒画分の石英粒子の酸素

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked
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L-

筑紫平野の阿蘇-4火砕流堆積物の分布（太線内）と基底面深度分布

匿l標高Om以上及び地表露出部 に］標高応ー10m 肛〗標高1応 -20m 巨目標高—2炉., -30m 

疇標高—30m以深 仁］後の浸食による阿蘇-4火砕流推積物空白域 巨目阿蘇-4火砕流来襲以前の地質

第11図 阿蘇ー 4火砕流堆積物の下限面の等深度線図

太い線は阿蘇ー 4火砕流堆積物の分布限界線，太線に囲まれた部分または太線と基盤との間
の空白部分は阿蘇ー 4火砕流堆積物の堆積後に河川の浸食によって生じた空白域．

同位体比の値から，この土壌層は大陸の黄土（レス）

に起源をもつ風成堆積物であることが判明した．また，

阿蘇ー 4テフラの直下の森林土壌の一部は，黄土（レ

ス）に起源をもつ風成堆積物である．

4.北部九州における約 4万年前以前の風成土層や

地層群の欠落は， 7～ 9万年前の阿蘇ー 4火砕流の来

襲の結果，森林破壊による土石流頻発で，北部九朴Iの

緩斜面や平坦面の地表面が激しく侵食されたためと考

えられる．
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第 6図版説明
Explanation of Plate 6 

番号 学名 採取層準（試料番号）

1 -2 : Abies モミ属 M2 

3 -4 : Picea トウヒ属 M2 

5 -6 : Picea トウヒ属 M2 

7 -8 : Tsuga ツガ属 M2 

9 -10: Pinus マツ属 M2 
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第 7図版説明
Explanation of Plate 7 

番号 学名 採取層準（試料番号）

11-12: Pinus マツ属 L1 

13: Tsuga ツガ属 L1 

14 : Sciadopitys コウヤマキ属 M2 

15-16 : Sciadopitys コウヤマキ属 L1 

17-18 : Cryptomeria スギ属 M2 

19-20: Cryptomeria スギ属 M4 
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第 8図版説明
Explanation of Plate 8 

番号 学名 採取層準（試料番号）

21 : Pterocarya サワグルミ属 M3 

22, 23 : Jug/ans クルミ属 M3 

24-28 : Platycarya ノグルミ属 L1 

29-30: A/nus ハンノキ属 M2 

31 -32 : Betula カバノキ属 M3 

33 -34 : Carpinus クマシデ属 L1 

35-36 : Coiylus ハシバミ属 L1 

37-38: Ulmus ニレ属 L1 

39-40: Tilia シナノキ属 M2 

41-42 : Fagus ブナ属 L1 

43 -44 : Quercus コナラ属 L1 
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第 9図版説明
Explanation of Plate 9 

番号 学名 採取暦準（試料番号）

45-46: Lonicera スイカズラ屈 M2 

47-48: Gramineac イネ科 M2 

49-50: Gramineac イネ科 L1 

51 -52 : Cyperaceae カヤツリグサ科 LI 

53-54 : Artemisia ヨモギ属 Ll 

55-56 : Compositae キク科 M2 

57 -58 : Thalictrum カラマツソウ属 M2 

59-62 : Umbelliferae セリ科 I」

63 : Trilete Type 二溝タイプシダ胞子 1VI2 

64-65: Monolete Type 単溝タイプシダ胞子 1VI2
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